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令和７年度 公益財団法人福岡県動物愛護センター事業計画 

 

  福岡県が設置する公益財団法人福岡県動物愛護センター（以下「センター」という。）の

設立目的を効果的に達成するため、ワンヘルスの理念に基づき、以下のとおり令和７年度

事業を行うこととする。 

 

１ 動物愛護と適正飼養に係る普及啓発及び人材育成事業 

（１）県内の動物関係専門学校生等への研修 

ア 動物関係専門学校生研修 

動物関係の専門学校の学生に関しては、センター業務、狂犬病予防法、動物の愛

護及び管理に関する法律、動物由来感染症、犬のしつけ及び動物福祉等に関する研

修を行った。 

 

イ 動物愛護推進員、行政担当者及び中学生等への研修 

  センター業務、動物関係法令、動物由来感染症、犬や猫の健康管理及び犬のしつ

け方等に関する研修を行う。 

 

ウ ペット飼育支援アドバイザー養成講習会 

  「福岡県ペット飼育支援アドバイザー養成講習会実施要領」に基づき、ペットの

多頭飼育等の問題を未然に防ぎ、適正飼養に係る啓発や適切な助言を行う「福岡県

ペット飼育支援アドバイザ―」を養成する講習会を行う。 

 

（２）施設見学者への啓発 

ア 施設見学の受入れ 

一般の施設見学者に対して、センターの事業概要の説明や動物愛護に関する啓発

を行う。 

 

イ センターオープンデーの開催 

   (ｱ) 開催予定日 令和７年５月１１日（日） 

(ｲ) 場所 福岡県動物愛護センター  

  (ｳ) 時間 １０：００～１５：００ 

 

ウ テレビ、広報等による啓発 

 

（３）犬のしつけ方教室の開催（資料１） 

犬の適正飼養や人と犬とのよりよい関係づくりを啓発し、模範飼育者及び模範犬の

育成を図ることを目的として、犬の習性、行動や心理に関する情報を提供しながらし

つけ方の指導を行う「犬のしつけ方教室(一般コース、子犬コース)」を開催する。 

また、子犬コースの全レッスンを終了した飼い主を対象に、スキルアップを図るこ

とを目的とした「ワンパク同窓会」を開催する。 

   ア 一般コース（講義１回） 
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毎月（２月を除く）第３日曜日に実施する。 

なお、譲渡後のフォローアップのために、生後６ヶ月までの譲渡犬の同伴も可とする。 

      

  イ 子犬コース（講義１回、実技２回） 

     ６月、９月、１１月、３月に各月３日間をワンセットで計４回実施する。 

 

ウ ワンパク同窓会 

    春と秋の年２回、子犬コース修了者を対象に実施する。 

   

（４）猫の適正飼養に関する普及啓発  

「にゃんにゃんセミナー～猫と幸せに暮らすために～」を実施する。（資料２） 

       ５月、８月、１１月、２月に各月 1回、計４回実施する。 

  

（５）動物愛護教室の開催（資料３） 

福岡県内の小学生や幼稚園児等を対象に、学校やセンター等において動物愛護教室

を開催する。 

 

（６）講師派遣 

   保健福祉（環境）事務所または市町村主催の犬のしつけ方教室等に、主催者の依頼

により職員を派遣する。 

 

（７）譲受団体研修会 

センター登録の譲受団体を対象に、円滑な譲渡事業の実施及び資質向上を図るため、

研修会を開催する。 

 

（８）ボランティア研修会 

   ア 新規ボランティア研修会 

センターの動物愛護啓発事業に参加を希望するボランティアに対し、新規登録時の

研修を行う。 

（参考）動物愛護事業参加ボランティアの活動に関する取扱要領 （資料４） 

   

   イ ボランティア勉強会 

    ボランティアの資質向上を図るための勉強会を開催する。 

 

ウ ボランティア及び譲受団体研修会 

ボランティアと譲受団体との連携及び情報交換を行い、円滑な譲渡事業の実施及び

資質の向上を図るため、研修会を開催する。 

 

（９）動物愛護に関する行政機関との連携事業 

   動物愛護事業について保健福祉（環境）事務所等と連携を図るため次の事業を行う。 

ア 動物行政担当者研修会及び情報交換会 
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   イ 愛護動物同行避難訓練 

   ウ 福岡県内動物愛護（管理）センター会議 

   エ 動物愛護推進協議会に対する動物愛護事業の支援 

   

２ ペット相談事業 

 犬猫の飼養管理等に係る相談対応 

 

３ 調査研究事業 

  飼養実態調査等 

 

４ 動物収集・飼養管理、譲渡支援事業 

（１）動物の収集及び管理に関する事業（資料５） 

  ア 捕獲犬の収集 

  イ 引取犬及び引取猫及び負傷犬猫の収集 

  ウ 収集動物の保管及び致死処分 

エ 譲渡候補犬及び猫の育成管理 

オ 福岡県保健福祉(環境)事務所収容動物の閉庁日の飼養管理 

  

（２） 犬及び猫の譲渡事業 

ア  譲受希望者への譲渡（センター譲渡） 

(ｱ)犬の譲渡（資料６） 

    「これから犬を飼う人のための講習会」の受講及び面談による飼養環境調査の結果、

適当と認められた者に対して譲渡する。 

   ※「これから犬を飼う人のための講習会」(事前講習会) 

    毎月第１水曜日及び第３日曜日に実施する。ただし４月は別日程とする。 

(ｲ) 猫の譲渡（資料７） 

個別面談により飼養環境調査の結果適当と認められた者に対して譲渡する。 

(ｳ) 不妊去勢手術 

譲渡犬猫については、譲渡前に不妊去勢手術を行う。 

 

イ 譲受団体への譲渡（資料８） 

福岡県が収容した犬及び猫を、要領(資料８)に規定した条件及び登録基準を満たす

団体に譲渡する。 

 

ウ 譲渡動物へのマイクロチップの装着支援 

マイクロチップの啓発、装着推進のため、センターから譲渡する犬・猫に対しマイ

クロチップを装着し、譲受団体への譲渡犬・猫に対しマイクロチップ装着施術券を配

布する。 

     

５ 動物愛護週間事業等 

（１）動物慰霊祭及び動物愛護講演会 （開催期日 １０月第３水曜日頃を予定） 
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（２）２０２５動物愛護フェスティバルふくおか （福岡県等と共催） 

 

６ 施設の保守及び管理業務 

  建物・施設、財産の適正な維持管理に必要な業務を行う。 

 

７ 地域猫活動支援事業 

  市町村との委託契約に基づき地域猫活動により持ち込まれる猫の不妊去勢手術を行う。 


